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は じ め に 

 

地方独立行政法人福岡市立病院機構評価委員会は，地方独立行政法人法第２８条の規定に基づき，地方

独立行政法人福岡市立病院機構の平成２３年度における業務実績の全体について総合的に評価を実施し

た。 

 

評価に際しては，本評価委員会において，平成２２年１１月１０日に決定した「地方独立行政法人福岡市立

病院機構業務実績評価の方針」及び「地方独立行政法人福岡市立病院機構年度業務実績評価実施要領」に

基づき評価を行った。 
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津 田  泰 夫 福岡逓信病院 院長 

丸 山  眞紀子 福岡県看護協会 副会長 委    員 
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第１項 全体評価 

  評価結果及び判断理由 

〈評価結果〉 

平成２３年度の業務実績に関する評価については，すべての小項目評価が「評価３」以上であることか

ら，第１から第４の大項目評価はすべて「評価Ａ」と判断した。 

この大項目評価の結果を踏まえ，特に，平成２３年度は，地方独立行政法人制度の特長を活かし，理

事長を中心に両病院と本部事務局が一体となった経営体制を構築するなど，経営管理の徹底が図られた

ことや，両病院において着実に医療機能の高度化や地域の医療機関との連携強化に取り組み，結果とし

て，平成２２年度の実績を上回る医業収益を確保するなど，経営に係る目標値を達成したことから，平成

２３年度の業務実績は「全体として中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる」と評価する。 

〈判断理由〉 

地方独立行政法人化に伴い，病院経営に係る権限が大幅に移譲されたところであるが，法人化２年目

である平成２３年度は，柔軟な職員採用や多様な契約手法の導入などの地方独立行政法人制度の特長

を活かし，また，理事長，院長をはじめ職員一丸となっての努力の結果，さらに効率的・効果的な病院経

営体制が構築されるに至っている。 

また，年度計画に基づき，着実に医療機能の高度化と提供するサービスの向上を図るため，人材確保

が困難な中において，大学病院への積極的なアプローチ等によって医師の確保を図るとともに，看護師

や医療技術職等についても，採算性を確保したうえでの増員を行って組織の強化・充実を図っている。 

こども病院・感染症センターについては，「地域周産期母子医療センター」として，地域の産科及び小児

科と連携のうえ，周産期に係る高度医療を担い，福岡市民病院についても，「地域医療支援病院」として，

地域医療に貢献するとともに，４疾病への対応を中心とした高度専門医療の充実や高度救急医療におけ

る循環器系疾患への対応強化を進めるなど，さらなる向上を図っている。 

こうした取組みの結果，両病院ともに診療単価が上昇し，患者数の増加と相まって平成２２年度の実績

を上回る医業収益を確保しており，診療材料等の調達にかかる価格交渉の徹底などによる費用削減の

取組み効果と合わせて収支もさらに向上し，経営に係る目標値を達成している。 

小項目評価 

項     目 

評価 

項目

数 

ウエイトを

考慮した 

項目数 

評価

５ 

評価

４ 

評価

３ 

評価

２ 

評価 

１ 

大項目評価 

第１ 住民に対して提供す

るサービスその他の業務の

質の向上に関する目標を達

成するためとるべき措置 

１４ ２８  １１ 

 

１７   Ａ 

計画どおり進

んでいる 

第２ 業務運営の改善及び

効率化に関する目標を達成

するためにとるべき措置 

５ １３  １１ ２   Ａ 

計画どおり進

んでいる 

第３ 財務内容の改善に関

する目標を達成するためと

るべき措置 

１ ２  ２    Ａ 

計画どおり進

んでいる 

第４ その他業務運営に関

する重要事項を達成するた

めとるべき措置 

２ ４  ２ ２   Ａ 

計画どおり進

んでいる 

合    計 ２２ ４７  ２６ ２１    
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  全体評価にあたって考慮した内容 

〈主な取組みや特色ある取組み〉 

地域の医療機関を中心に積極的な病病連携・病診連携に努めながら，福岡市の医療施策として求めら

れる高度専門医療，救急医療等を提供している。 

こども病院・感染症センターについては，小児医療の基幹病院として，小児医療（高度・地域・救急）のさ

らなる充実を図るとともに，他の医療機関からの紹介患者を適切に受入れ，症状が安定した患者につい

ては，積極的に地域の医療機関へ逆紹介するなど医療連携の強化に努めている。また，医師・看護師を

はじめ，医療ソーシャルワーカー等を増員し，診療体制・看護体制のほか，相談機能の強化・充実を図る

とともに，「地域周産期母子医療センター」（平成２３年４月認定）として，その役割を踏まえながら周産期

医療のより一層の充実に取り組んでいる。 

福岡市民病院については，平成２３年４月に「地域医療支援病院」の承認を受け，地域の医療機関との

さらなる連携強化に努めたことにより，逆紹介率が目標値を上回るとともに，オープンカンファレンス等へ

の参加者の拡大を図っている。また，医療法で定められた医療計画における４疾病（がん，脳卒中，急性

心筋梗塞及び糖尿病）への対応を中心に高度専門医療の充実に努め，救急医療についても脳卒中セン

ターの機能強化や平成２３年度から新たにＣＣＵ（冠動脈疾患集中治療室）４床を設置し，循環器系疾患

への対応強化を図っている。さらに，外来部門を臓器別・疾患別の６つのセンターに再編し，チーム医療

による良質な医療の提供を実践している。 

〈特筆すべき取組み〉 

 増収対策として，こども病院・感染症センターにおいては，看護師の必要数を確保し，小児入院医療管

理料１の全病棟適用を維持するとともに，手術室の効率的な運用による手術件数の増加を図っている。

福岡市民病院においては，地域の医療機関との連携強化による紹介率の向上や救急搬送件数，新規入

院患者数及び手術件数等の増加，ＣＣＵ４床の開設等により増収を図っている。 

また，費用削減については，両病院ともに外部コンサルタントを活用した診療材料等の調達に係る価格

交渉の徹底や委託契約の見直しによる複数年契約の導入，ジェネリック医薬品の使用拡大等による費用

削減に取り組んでいる。 

この結果，両病院ともに，平成２２年度の実績を上回る医業収益を確保し，費用削減の取組みと合わ

せ，経営に係る平成２３年度の目標値を達成している。 

特に，福岡市民病院については，中期計画に基づく経営の効率化や健全化に取り組み，医業収支が，

病院開設以来初の黒字化を達成するなど，経営改善が順調に進んでいる。 

  評価にあたっての意見，指摘等 

良質な医療の実践の面で，福岡市民病院が肝臓がんや脳卒中，脊椎といった分野において，市内でも

有数の治療実績を上げるに至るなど，高度専門医療への取組みが高く評価される。 

医療費のクレジットカード支払について検討，準備を短期間で行い，平成２４年度当初から導入できた

ことは評価したい。 

なお，病院経営にあたっては，診療報酬の改定など医療環境の変化に即した戦略的な企画立案によ

り，さらなる経営改善を推進することが必要であり，今後，効率的なベッド・コントロールを行うための権限

を持たせた専属のポスト設置など検討していただきたい。 

現在のこども病院・感染症センターの老朽化・狭隘化が顕著となる中で，新たに「地域周産期母子医療

センター」として周産期に係る高度医療に取り組まれていることは，評価に値するが，将来に渡って優秀

な医師等を確保する観点からも，一日でも早い新病院の開院に向け努力していただきたい。 

最後に，地方独立行政法人制度の特長を最大限に活かし，理事長を中心に職員が一丸となって経営

改善に取り組んでおり，その成果及び努力を高く評価したい。 
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第２項 項目別評価 

（１） 大項目評価 

  第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措

置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

 「地域医療への貢献と医療連携の推進」「災害時等の対応」「診療体制の強化・充実」「病院スタッフ

の確保と教育・研修」「ボランティアとの共働」の項目において，目標を上回る成果を上げているほか，

ほとんどの項目で年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進んで

いる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮し

た 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価

２ 

評価

１ 

１ 医療サービス  ５ １３   ４  ９   

２ 医療の質の向上  ４  ８   ６  ２   

３ 患者サービス  ４  ６   １  ５   

４ 法令遵守と情報公開  １  １    １   

合    計 １４ ２８  １１ １７   

 

   評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

1-(2) 地域医療への貢献と医療連携の推進 イ 福岡市民病院 

地域医療支援病院として，地域医療機関との連携強化に努めたことにより，逆紹介率が，目標値

及び２２年度実績値を上回るとともに，オープンカンファレンスへの参加者数などが目標値を上回る

成果をあげていることから，「評価４」とした。 

1-(3) 災害時等の対応 

災害発生時に適切な対応が行えるよう体制等の整備に万全を期すとともに，マニュアルの整備

や各種防災訓練を積極的に実施した。また，東日本大震災に当たっては医療チーム等の派遣を迅

速に行ったことから，「評価４」とした。 

2-(1) 診療体制の強化・充実 イ 福岡市民病院 

外来部門のセンター化による専門性の高いチーム医療の実践や，病棟看護助手など医療スタッ

フの増員，公益社団法人日本看護協会が認定する認定看護師・認定看護管理者（以下「認定看護

師等」という。）の育成など年度計画に従って目標を達成するとともに，着実に成果を上げているこ
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とから，「評価４」とした。 

2-(2) 病院スタッフの確保と教育・研修 

人材確保が困難な中において，年度計画に従って概ね目標が達成されるとともに，短時間勤務

の雇用制度創設など働きやすい環境づくりの推進や，認定看護師等資格取得支援制度の活用等

による教育・研修体制の充実が図られていることから，「評価４」とした。 

2-(3) 信頼される医療 

服薬指導や栄養食事指導，クリニカルパス適用率の全ての項目において年度計画の目標値を

上回っており，着実に成果をあげていることから，「評価４」とした。 

3-(2) ボランティアとの共働 ア こども病院・感染症センター 

積極的にボランティアの受入れを行い，クリスマス・イルミネーションの実施や職員とボランティア

との共同作業による新たな事業にも取り組んだことから，「評価４」とした。 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

 

   評価にあたっての意見，指摘等 

・肝臓がんや脳卒中，脊椎といった分野において，市内でも有数の治療実績を上げるに至るなど，高

度専門医療への取組みが高く評価される。 

・医療費のクレジットカード支払について検討，準備を短期間で行い，平成２４年度当初から導入でき

たことは評価したい。 

 

（２） 小項目評価  別紙のとおり 
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  第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

看護体制の充実や手術件数の増加等による大幅な増収や，徹底した費用削減を図ったことによ

り，目標を上回る成果を上げているほか，ほとんどの項目で年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進んで

いる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮し

た 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価

１ 

１ 運営組織  １  ２    ２   

２ 収支改善  ３  ９   ９     

３ 人事・給与  １  ２   ２     

合    計  ５ １３  １１  ２   

   評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

2-(1) 増収 （こども病院・感染症センター） 

看護体制の充実や手術件数の増加等により，医業収益において，平成２２年度を上回る増収を

達成したことから，「評価４」とした。 

2-(1) 増収 （福岡市民病院） 

 新規入院患者数，救急搬送件数，手術件数の増加及び入院診療単価の上昇などにより，医業収

益において，平成２２年度を上回る増収を達成したことから，「評価４」とした。 

2-(2) 費用削減 

職員の増員や高度医療の提供による診療材料費の増などによる費用増加の要素はあるもの

の，多様な契約手法の導入などによる徹底した費用削減が図られたことから，「評価４」とした。 

3 人事・給与 

医師の人事評価制度を導入するとともに，給与費対医業収益比率が年度計画の目標値を上回る

など，着実に成果をあげていることから，「評価４」とした。 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

   評価にあたっての意見，指摘等 

・今後の病院経営にあたっては効率的なベッド・コントロールが必要であり，権限を持たせた専属のポ

スト設置を検討すべきである。 

  （２） 小項目評価  別紙のとおり 
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  第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

経営管理の徹底による効率的・効果的な経営を行うことにより，両病院及び法人全体としても目標

を上回る収支改善となっており，年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進んで

いる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮し

た 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価

２ 

評価

１ 

１ 経営基盤の確立  １  ２  ２    

合    計  １  ２   ２    

 

   評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

経営基盤の確立 

法人本部における「経営会議」において，月ごとの経営状況を検証するとともに，各病院におい

ても院内幹部による運営委員会等において経営管理を徹底することにより，経営に係る目標値を

上回る成果をあげていることから，「評価４」とした。 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

    

評価にあたっての意見，指摘等 

・地方独立行政法人制度の特長を最大限に活かし，理事長を中心に職員が一丸となって経営改善に

取り組んでおり，その成果及び努力を高く評価したい。 

 

  （２） 小項目評価  別紙のとおり 
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 8

  第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

 新病院に向けた取組みについては，開院に向けた準備を着実に進めるとともに，福岡市民病院に

ついては，医業収支を黒字化するなど，年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進んで

いる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮し

た 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価

１ 

１ 新病院に向けた取組み  １  ２    ２   

２ 福岡市民病院の経営改善の推進  １  ２   ２    

合    計  ２   ４   ２  ２   

    

評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

2 福岡市民病院の経営改善の推進 

質の高い医療の提供による増収を図るとともに，徹底した費用削減に努めた結果，開院後初とな

る医業収支の黒字化を達成するなど，経営改善の取組みが着実に進んでいることから，「評価４」と

した。 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

    

評価にあたっての意見，指摘等 

・現在のこども病院・感染症センターの老朽化・狭隘化が顕著となる中で，新たに「地域周産期母子医

療センター」として周産期に係る高度医療に取り組まれていることは，評価に値するが，将来に渡っ

て優秀な医師等を確保する観点からも，一日でも早い新病院の開院に向け努力していただきたい。 

 

  （２） 小項目評価  別紙のとおり 


